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第５回小金井市男女平等推進審議会（平成２２年度第３回） 

平成２２年１２月１５日（水） 

 

 

【佐藤会長】  暮れのお忙しいところ、本日はどうもありがとうございます。では、第

５回男女平等推進審議会を始めたいと思います。 

 まず、事務局から何かありましたら、お願いいたします。 

【阿部課長補佐】  はい。資料は特にないんですが、次第と、成人式の日に配る冊子が

あるんですけれども、この中に男女平等関係のページがありまして、その写しをお配りし

ました。それと、「月刊こうみんかん」にこがねいパレットの事業が紹介されましたので、

その写し、ワーク･ライフ･バランスのイベントのチラシをお配りしましたので、もしご都

合がつけばご参加ください。 

 事務局からは以上です。その他、それぞれ委員さんから配られた資料がありますけれど

も、どうしましょうか。 

【佐藤会長】  皆さんからも一応話していただいて、藤枝市のことはどなたでしょう。 

【井上委員】  これが、全国女性史研究交流の集いのときに配られた最近の神奈川県下

と藤枝市の父子手帳についての資料です。ちょうど以前父子手帳の話をしていたので、最

近の動向ということで、コピーしてきました。 

【佐藤会長】  どこの分科会ですか。 

【井上委員】  大阪が、母子手帳の歴史の報告をしていて、それの関連でというので配

られました。 

【森田委員】  お聞きになった今のお話が、どちらの学会でしょうか。 

【井上委員】  第１１回全国女性史研究交流の集いが東京で９月４、５日にあり、女性

史の歴史研究のいろいろな報告中の戦前からの母子手帳の報告があって、ちょうど藤枝市

から来ていらしたという方が関係するのでというので配布をしたというものです。 

【森田委員】  佐藤さんたちがお出になった研究会……。 

【加藤（り）委員】  そうです。全国女性史研究交流のつどいです。 

【森田委員】  あのときの。９月４日でしたね。 

【加藤（り）委員】  そうです。 

【森田委員】  私、別の社会学の研究で、母子健康手帳に見る育児のやり方が変遷して
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きて、現代の母親を苦しめているというのを文献で読んだものですから、その報告とまた

ちょっと違うとは思うのですが、興味深いなと思って。母子手帳の記述において育児方法

の変化があるようです。母子健康手帳は、海外にはあまりないと言われているんです。 

【佐藤会長】  じゃ、あとの報告のほうは。 

【森田委員】  私のほうから、紫色のパープルリボンの表紙の「ゆうＲＥＰＯＲＴ」と、

黄色いチラシで「さあ定年。地域でつくろう新しい仲間」のチラシを配っていただいたん

ですが、紫色のほうは勤務先で４カ月に一度つくっている情報誌なんですが、今回、女性

への暴力防止が１１月が強化月間なので、そのころに出すということで、皆さんご存じで

しょうか、乳がん防止はピンクリボンなんですが、パープルリボンは女性への暴力防止で、

キャンペーンを行っていまして、それをどなたかにつくっていただいて、それを織り込ん

だキルトを協力団体につくっていただいたものを表紙にしております。中身は、暴力防止

の特集記事と、その他いろいろ書かれておりますので、お読みください。 

 「さあ定年。」のほうは、区民の方が出してくださった企画で、もう第１回も終わって

いるんですけれども、よく扱われるテーマでもありますし、講師の方の情報も参考になる

かなと思って配らせていただきました。どうぞごらんください。 

【佐藤会長】  何か、事務局からあれば、お願いします。 

【阿部課長補佐】  配付資料の件で、前回、成人式にデートＤＶのカードを配布しては

どうかというご提案があったんですけれども、担当課に聞きましたら、配布物はごみにな

るので原則的に禁止ということで、もし配布するのだったら、事務局が当日行って配布し

て、ごみになったら終わった後全部回収して、拾ってお掃除してくださいということで、

そこまでは対応できないかなということで、冊子は毎年配っていますので、この中にデー

トＤＶの情報を印刷することになりまして、デートＤＶの情報が左側の下のほうに載って

います。 

【森田委員】  これは、今年度初めて入れたものですか。 

【阿部課長補佐】  はい、そうです。今までこのデートＤＶの情報がない形で、載せて

あったんですけれども、ちょっと詰めてこれを載せました。 

 それと、男女平等情報紙「かたらい」とかその他の配布物が色弱者の方にとって見にく

いというご指摘がありまして、今月発行予定の「かたらい」を４色刷りにしたいと思って

入札をかけたんですけれども、予算上折り合いがつかなくて、結局２色で、同系色の濃淡

を濃くすれば見やすいということらしいので、そういう形で対応したいと思います。 
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 今後、予算が許せば４色刷りにしたいんですけれども、予算の関係で難しい場合は、同

系色で濃淡をつけたものが見やすいということなので、そういう対応をしたいと思ってお

ります。 

【加藤（春）委員】  薄い文字はなくなりますか。おしゃれなつもりで薄い文字という

流行があって、それをある程度の人から見ると非常に見にくいと。 

【阿部課長補佐】  わかりました。文字は濃くという形になりますね。 

【加藤（春）委員】  だささとの兼ね合いはあると思いますが、読んでもらいたかった

ら文字は濃くしたほうが。私もレジュメなんかをつくるときに、明朝体が好きなんですが、

明朝ではなくて丸字っぽいほうが見やすいなんてこともあるみたいです。 

【阿部課長補佐】  今後、そのような対応にしていきたいということで、よろしくお願

いいたします。 

 あと、地域包括センターのことについて介護福祉課に聞いたんですけれども、介護保険

法に基づくものということで、介護保険法は６５歳以上が対象ですので、その対象者に対

しては対応するけれども、それ以外は難しいということのようです。 

【伊藤委員】  地域自立支援センター的なものは、小金井市にはありますか。 

【阿部課長補佐】  自立支援センターというのはあると思います。 

 その他、前回の審議会の後に幾つか事業を行いましたので、その報告をさせていただき

たいと思います。 

【古谷主任】  まず、平成２２年９月１８日に、小金井市男女共同参画シンポジウムを

行いました。場所はもえぎホール、市民会館のホールです。内容としましては、講演でし

て、テーマは「身近な人が暴力被害に悩んでいたら」、サブタイトルで「ＤＶ被害者を救

うために」としまして、ＤＶについての講演をしていただきました。講師はカウンセラー

の野本律子さんという方です。当日の参加状況ですけれども、２３人でした。保育は専門

職員が１人、結果として当日１人という形で終わりました。 

 シンポジウムに関しては以上です。 

 あと、先日１２月５日に「第２４回こがねいパレット」を行いました。場所は小金井市

福祉会館です。公民館本館と同じ建物です。パレット自体のテーマとしては、「パパの子

育て よーいドン！ 家族もパパもハッピーに」と題して開催しました。 

 内容としまして、１つ目が講演を行いまして、タイトルが「みんなで子育てを楽しめる

社会をめざして」、講師が小崎恭弘さんという方です。元保育士でいらっしゃって、ＮＰ
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Ｏ法人ファザーリング・ジャパンの理事をされている方です。 

 もう一つは、「しゃべり場」と題して、アドバイザーとして小崎恭弘さんに引き続き出

演していただきまして、事前に選出していたパネリスト４名の方、あと会場で参加してい

ただく方たちの参加型という形で、子育てに関しての話を行いました。 

 展示としまして、こがねいパレットに賛同する団体に自己ＰＲの場を設けるという趣旨

でパネルで展示をしていただきました。 

 結果ですけれども、参加者は５８名ということです。細かい内訳等は特にないんですけ

れども、全体として５８名の参加があったということです。 

【阿部課長補佐】  あと、昨日ですけれども、この会場で女性のための再就職支援セミ

ナーというのを行いました。今まで２１世紀職業財団と共催で行っていたんですが、こう

いう事業を行わないということになりまして、国分寺にある東京しごと財団、東京しごと

センター多摩と共催で行いました。 

 センターが近くだったものですから参加者も多くて、３９名の参加がありました。保育

実施が５名でした。寒い時期ですから、お子さんの体調が悪いということで２名欠席され

ましたが、まずまずの参加数で、皆さん満足そうに帰られていきました。 

 以上です。 

【森田委員】  何点か質問したいんですけれども、この後、せっかくパレットに何人も

かかわっているので、一言ずつパネラーの方と企画にかかわった者と見に来られた方にも

感想を伺いたいんですけれども、お時間とっていただいてよろしいですか。 

 私のほうから質問で、９月のＤＶ被害者の支援者のセミナーは、内容的には、被害者と

支援者とどちらなのか。両方含んでいらっしゃるのか。来られた方の内訳は、民生委員の

方がいらっしゃるのか、ほかの方が多かったとか、どんな感じでしょうか。 

【古谷主任】  そこまでは実際……。フリーで入っていただいて。 

【森田委員】  わかりました。年齢的にはどのぐらいの年齢の方が。 

【古谷主任】  年代はわからないですね。 

【阿部課長補佐】  お若い方も結構いらっしゃっていました。 

【森田委員】  アンケートでそのあたりもとって、ＤＶセミナーって一番難しいので、

例えば支援者向けに仕立てて被害者が来るというふうにしたほうがその方も来やすいと思

うので、あとは民生委員の方とか関連機関の方にも知らせて、できるだけこういう機会が

開かれるようにしていただけたらと思います。 
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【阿部課長補佐】  被害者を救うためにはどうしたらよいかというような形で行ったの

で、支援者だけでなくて被害者も参加しやすいということで、多分被害者だろうなと思わ

れる方も何名か参加していらっしゃったと思います。 

【加藤（春）委員】  野本さんご自身が支援者であり、かつ被害経験者であるという方

でいらっしゃいましたので、両方行き来するいいお話だったと思います。ただ、聞いてい

る人はそんなに多いということはなくて、いつもああいう……。 

【阿部課長補佐】  そうですね。題材がＤＶですので、なかなか参加しにくいというこ

とがあると思います。 

【加藤（春）委員】  でも、非常に適切な講師で、よかったと思います。 

【森田委員】  きのうの再就職セミナーは、たくさん来られたのでよかったんですが、

チラシを見たときに、１時から４時ぐらいは主婦が出にくい時間だなと思いまして、お子

さんの出産で退職した方が多いので、子育てとセミナーの両立というか、午前中のほうが

出やすいので、そのときによって時間帯も変えてみていただけると、子供が学校から帰っ

てくる、幼稚園から帰ってくるで、午後はすごく出かけにくいと思うので。 

【阿部課長補佐】  共催なので、なかなかその辺が難しいんですけれども共催先はほと

んど事業が午後なんですね。 

【森田委員】  あくまでも主催は小金井市だと思うので、次回は違う時間帯でやっても

らうようお願いしたいと思います。 

 こがねいパレットですけれども、企画側で、皆さんご参加いただいた上に、パネラーと

して協力いただきましてありがとうございました。ほんとうにいい会になって、ありがと

うございました。 

 ５月ごろから集まりまして、私と加藤りつ子委員で今回委員を務めて、私は初めてだっ

たんですけれども、月に２回ぐらいのペースで、半年間で計１４回委員会を行いまして進

めてきたんですが、テーマも毎年違っているんです。 

 テーマの提案の段階で、そんなに多くのテーマが出たわけではないのですが、結果的に

パパの子育てに的を絞ろうということでご同意いただいたんですけれども、ここで難しか

ったのが、委員の年代とか属性が特定のところに偏っていたので、５０代以下が２人、つ

まりこの２人で、残り５人が６０代以上の方だったんです。 

 子育てといっても時代によって違うので、現代の子育ての問題点を伝えるのに労力とい

うか理解がなかなか進まなくて、なおかつ、今お母さんだけで子育てしているのがまだ続
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いているというのを理解してもらったりとか、子育てがつらいのはなぜかという話をして

いても、それがパパの子育てへの参加が必要とか、女性だけが子育てにかかわるべきでな

いと話すんですけれども、なかなか理解してもらいにくい環境にありました。 

 私は仕事と委員会の両立がすごく大変で、出かける時間帯と皆さんの時間帯がうまく合

わなかったように感じています。 

 あとは、タイトルが、私はパパの子育てをもうちょっと強く出したかったんですけれど

も、結果的にやわらかい感じではあるので。男の人にとっては怒られるんじゃないかと思

うと来てくれないので、よかったかなと思うんですけれども、もちろん地域の方、ほかの

年代の方の子育てへの協力も呼びかけたかったんですが、もう少しパパの子育てを強調し

たかったなと自分自身の感想では思いました。 

 広報の問題点があって、先ほど五十何人とかおっしゃったんですが、展示だけを見た方

や委員とかパネラーも含めた人数なので、実質１０人ぐらい減ると思うんです。子育てに

忙しい、それでなくても毎日ばたばたしている人たちをどうやって集客するかというのが

すごく難しいと思っていたのですが、チラシを手配りに行ったりというのも効果があるの

で、１カ所だけ児童館に配りに行ったんですけれども、あとは私が近所で配ったりとかし

たのですが、なかなか足を運ぶことが大変な年代向けの企画は、集客が大変だなと。そこ

までもうちょっと時間をとってもらいたかったなというのが反省点でした。 

 さっき「かたらい」のことも話していたら、引き受け手が少ないとか、専門性が低いと

いう話を聞いてしまいまして、パレットもそうだったなと。話してもなかなか理解が進ま

ない。もうちょっと、例えば、だれでもなれるんですけれども、実行委員になった後に、

パレットなりほかの参画センターでいろいろな講座を見てもらって、男女共同参画の理解

を深めてもらうとか必要だったのではと。現代の子育ての問題点、もしテーマが子育てに

なったら少し勉強するとかというのをやるべきだった。何となくだれかが決めたテーマで

どどどどどっと、形は整えたんだけれども、行ってしまったけれども、最後、当日の打ち

合わせをしたときにも、まだ現代の子育ての問題点をわかってもらっていないんじゃない

かなという感が強かったので……。 

【加藤（春）委員】  すみません、それは委員間でということですか。 

【森田委員】  そうです。委員同士でもなかなかコミュニケーションをとるのが難しい

ので、職員の方からもアプローチしていただいていいんじゃないかという感想があります。 

【阿部課長補佐】  公募市民なのでなかなか難しいんですね。男女共同参画という視点
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で皆さんに応募していただいているので、それなりにそういう思いを持って参加してくだ

さっていると思うんです。広く市民の皆さんに知っていただくということも大事なので、

専門性もある程度大事ですけれども、その辺は調整がちょっと難しいかなと事務局でも感

じているんです。 

【森田委員】  若い方が入って来にくい何らかの要因があると思うので、「かたらい」

もそうだと伺ったので、もう少し入りやすい工夫を、結果的にはだめであっても、結果的

には時間のある方が多くなると思うので、もうちょっと来年に向けて何かあったらやって

いただく、テーマの展示を出した団体さんにも、パレット委員募集のお手紙を送るとか。

今回、子育て関係の団体が多かったので、どこまでもつながりをつくって工夫していかな

いと、同じような属性の方が集まって、毎年そういうイベントをやるとなると、もっと広

くいろいろな方に来ていただいたほうがいいという気がしたんです。 

 うまく言えないんですけれども、以上です。 

【加藤（り）委員】  パレットは今年２４回になりますし、その前身の福祉を語る婦人

のつどいもありますから、歴史は非常に長いわけですけれども、基本的に市民が主体とな

って、市民が実行委員となってつくっていくという流れでずっとやってきています。そこ

が、小金井の男女共同参画推進事業としての特徴ですけれども、今おっしゃったように、

それでいい面と難しい面、どうしても両面出てきてしまいます。そのときの委員のレベル

と言ってはほんとうに失礼な言い方で、私もそうですけれども、高い方ばかりではないの

で、その考え方ですとか、いろいろな部分に多少左右されてしまうところは出てきますけ

れども、それでも市民が参加して、実行委員会自体で学んでいくことが、パレットとして

すごく意義のあることだと私は思っています。 

 委員もそれなりに勉強はしているんです。専門的にやっている方から見れば物足りない

とは思うんですけれども、今回ももうすっかり子育て世代ではないんですけれども、小崎

先生と決まったら一生懸命、先生の本を買って読んでくださったり、いろいろな新聞の切

り抜きを持ってきたり、それなりに一生懸命勉強はしてくださっています。ですから、い

ろいろギャップは感じてしまうだろうけれども、そこも上手に説明しながら、その方たち

も学んで、さらにそれを広げていくという形を今までもとってきたと思いますし、続けて

いくのがいいのか。 

 あるいは、この実行委員会形式ではなくて、専門の方がつくるという形ももしかしたら

あるかもしれないんですけれども、そういう方法をとったほうがいいと思うのであるなら
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ば、それは考える必要があるのではないかと思います。 

 それから、今回のパレットに関して私が１つ……実は反省会が明日なんです。まだ、パ

レットの実行委員で反省会をしていないので、ほんとうに個人的な意見としてだけ聞いて

いただければいいと思うんですけれども、全体の反省ではないのですが、子育てについて

取り組むときって、いろいろ留意が必要だなと私は考えたんです。 

 パレットはいろいろな方が来てくださるんです。年代も、今回はパパの子育てですけれ

ども、子育ての終わった世代の方ですとか、私のようにそろそろ、子育ては３０歳までぐ

らいと言われたからまだなんですけれども、もうちょっと子育てが終わる世代、それから、

ほんとうに今小さなお子さんを育てている方、いろいろな世代の男性も女性も来てくださ

るんですけれども、子育てを語るときに、子育てをして頑張っていて、それがお母さんた

ちの勉強になるよねとか、そこで成長していくんだよねというようなメッセージが、偏っ

て伝わってしまう危険はあるなと思いました。 

 そこはもっと気をつけて伝えなくてはいけないところで、お子さんが欲しくてもできな

かった方や、そういう状況にない方もたくさんいて、そういう方も来られるというのがパ

レットの前提なので、そこの表現というかメッセージはもう少し気をつけなくてはいけな

かったというのが今回、私は一番大きな反省点でした。 

 あとは、先生のお話とかしゃべり場は良かったですね。 

【森田委員】  講師の方はほんとうに適役でしたね。 

【加藤（り）委員】  パネリストも大変元気にお話ししてくださって、よかったのでは

ないかと、それは自画自賛です。 

【森田委員】  茶々を入れるわけではないですけれども、専門的かそうでないかではな

くて、私ががっかりしたのは、直前にアンケートをつくっていて、「子育てがつらいとき

はどんなときですか」という設問を私が提案したら、「子育てはみんなつらいんだから」

と言われて、それをどうにかしようというイベントなのに、まだわかっていただいていな

いかなというのと、司会の方が原稿をつくっていて、男女で参画すれば男女共同参画みた

いなことを言われたので、そうではないんです。男女平等が男女共同参画という言葉にす

りかえられて法律になったときから、そういう解釈をされる方も多くて、もちろんそれも

１つですけれども、いろいろな場に男女が共に参画するということも。でも、もっと根っ

このところで役割分業が偏っているから男も女も息苦しいというのをもう少し伝えたかっ

たなと。 
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【加藤（春）委員】  その文脈が全然なかったので、予めその文脈でお願いしたいとお

願いしておいていただきたかったと思います。 

【森田委員】  そうですね。その辺が、楽しいだけの雰囲気になってしまったかなとい

うところがありますね。もう少しインパクトが……。 

【加藤（り）委員】  アンケートとかのくだりに関しては、いろいろ実行委員会でのや

りとりもあるので、またそれは実行委員会で反省できればいい。 

【加藤（春）委員】  男女共同参画室が市民に直接男女平等に関するメッセージを送る

貴重なチャンスなんです。公民館みたいに、何でここがもっと講座を打たないのかという

声があります。それぞれみんな実行委員会形式ですから、男女平等に関する知識や意識を

持っているとは必ずしもいえない人も集まってきてやるわけですね。あまりすぱんと合わ

せようと思うとまた失敗しちゃうというようなことを公民館がやっている中で、ここが直

接手を出してやるのは、あの機会が一番大きな機会であるのに、また同じことを同じよう

な、大状況大文脈はどこかに書いてあるけれども、それがどうつながるのかを実行委員に

さえ伝えきれない中で企画を出さなきゃならないということは、とても大きな問題だと私

は思うんです。小金井の市民参加方式というのは、大変宝であるけれども、宝であるとい

うことで目的が阻害されることは、根本的に考えなければいけないと思います。 

【森田委員】  直接企画する一番大きな規模のイベントだと思うんです。であるだけに、

私ももうちょっと男性の参画というのを強く出したかったなと思います。 

【加藤（春）委員】  ここの方々が多く参加されたという意味で非常に画期的だったと

私は思う。特に宇都宮さんがいなかったら、何だか全然ピンぼけになったんじゃないかと。

共働きのご苦労を話していただいたので。それから、おじいちゃんもとってもよかったと

思っているんですが、この催しの背景・目的を共有しにくい部分を抱えながらやることが

市民参加なんだろうかということは、ほんとうに考えないと、公民館のことをがちゃがち

ゃ言えないと私は思うんですけれども。 

 かといって、正しいことを上から教えましょうということではいけないので、そういう

のはどうするかというのは非常に大きな問題ですけれども、今年は審議会委員たちの参画

があって、ご苦心のあとが感じられるのですが、実は最初のアンケートを見た途端に私は

問題を感じたんです。だって、社会全体でこのテーマ、パパの子育てを推進しましょうと。

それは男女平等のために、性別役割分業、偏り過ぎはいけないからという、そこの大文脈

が全然見えない形でやっていくから、会場にいる人はみんな子育てをしているような感じ
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になっていきます。直接子育てをしていない人も視野に入れながら子育て中の人たちとそ

の周囲に働きかけるということを、もっと具体的に、一つ一つのいろいろなケース、想像

力を働かせて考えていただきたいなということを考えました。自分が準備段階に参加しな

いでいて、そういうことを言うと大変申しわけないんですけれども。 

 講師はほんとうに子育てのことを知っていらっしゃるんだけれど、男女共同参画、その

前の男女平等という文脈から出発して、わかって話していてくださるかどうかは疑問だな

と私は思いました。でも、あの方に頼らなければならない日本の現実があるから、あちこ

ちの自治体があの方にお願いするわけですね。 

 そういうことを考えたときに、とてもいいテーマだし、宇都宮さんのご健闘はすばらし

かったとは思うんですけれども委員として参加された方々はとてもご苦労だったろうなと

思います。 

【森田委員】  実行委員会形式はなかなか難しい問題がありましたね。 

【加藤（春）委員】  そうです。それと、皆さんがおっしゃっていた、情宣の問題って

根本的に問題だと思います。子育ての話だけ聞くという方にとっては、講師の話はとても

いい、ご夫婦でいらしたらとてもいい話だけれども、どれだけそういう層にこういうもの

があるということが伝わったかということは、公民館の情宣もいつもいつももどかしいと

思っていますけれども、例えばＪＲの駅とかとの連携がとれないんです。だから、いつも

市の催しに参加したり目を皿のようにして市報を見たりして情報源を持っている人しか来

られないということがね。駅にばあんとイラスト入りの大きなポスターを出してもらった

りしたらすごくいいかなと思うけれども、ＪＲがそんなことを許すわけがないというのは

いつもいつも伺っていることですね。小金井はいっぱいいいミーティングがあるけれども、

その情報が一見さんに伝わらない。 

【森田委員】  ほかの課のイベントで配っていただくようにいろいろ働きかけてやって

いただいたものもあり、だめだったものもありなんですけれども、チラシができた時点か

らかなり１０、１１月は配っていただくようお願いして、私自身も１カ所、手配りという

形だったんですが、なかなか情報が届かないなというのは思いました。 

【加藤（春）委員】  ほんとうにいいことがいっぱいあるんですけれども、大きなポス

ター一つ、どこにあるかというと、あまり見えない。 

【森田委員】  そうですね。難しかったですね。 

【阿部課長補佐】  この件に関しては、かなりあちこちにチラシとポスターをお配りし
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ていたんですけれども、なかなか子育て中というところで、せっかくの休日をというのが

あるのかなと。 

【加藤（春）委員】  知っていて来ないというよりは、知る機会が……、普通の人が知

るという情報源のところにはないわけですね。掲示板はどうでしたかしら。 

【阿部課長補佐】  広報掲示板や市民掲示板にもポスターを貼りましたし、駅やイトー

ヨーカドー、床屋や郵便局・銀行にもチラシを配付しました。 

【宇都宮委員】  僕の番が来たら言おうとは思っていたんですけれども、先にそこだけ

触れちゃうと、今回のテーマに関しては、僕、ド直球なターゲットなんです。はっきり言

いますと、このテーマに合うド直球の年代層は、ポスターじゃなくてインターネットです。

これはもう間違いないです。 

 私、ちょっと画策して、今年オープンして結構会員もいるパパナビというお父さんのた

めのポータルサイトというものがあるんです。そこのサイトにこの情報を載せてもらって、

ファザーリング・ジャパンの方が出られるという情報がありましたので載せられるかもと

思っていたんです。 

 そこはエリア別にメールを届ける、小金井市なら小金井市の近隣に在住しているパパに

だけその情報を送ることができるんです。そういう伝え方ができる絶好のチャンスだった

んですけれども、今回のこがねいパレット専用のホームページがなかったので、そういっ

たサイトのリンクとして掲載するのは難しいということになったんです。 

【加藤（春）委員】  さっきも議事録を探していたんですけれども、市役所のホームペ

ージから何かを探そうと思うと大変ですね。 

【宇都宮委員】  市役所のページの中にはあったんですけれども、こがねいパレットの

ページがないと掲載が難しかったんです。ご覧になればわかると思うんですけれども、シ

ョー的なイベントが多いですけれども、いろいろなイベントが載っていて、正直、この講

師の方がやれば載せられるぐらいの。東京都でもしゃべれるぐらいの人ですから、交渉の

余地はあると思ったんですけれども、ホームページがなかったので、進めるのが難しいと

判断しました。 

 僕がここの委員になったきっかけの一つでもあるんですが、インターネットをもっと活

用して広報していかないと。大してお金もかからない、ホームページがあれば、その情報

はただで載せられたと思うんです。しかも小金井市で登録しているお父さんにだけ情報を

提供するということもできますし、もちろん近隣の都市も含むということであれば、隣接
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している市なりにだけ限定して送ることもできたんです。実際、僕にも小金井近辺のイベ

ント情報が届くんです。 

【加藤（春）委員】  そのお父さんというのはどのぐらいの数？ 

【宇都宮委員】  今年オープンですから、そこまで多くはないと思います。会員の数な

ので、全国合わせての数になっちゃうので、東京とかこれ以外になっちゃうとどのぐらい

いるのかはわかりませんけれども。 

【加藤（春）委員】  私なんかが考えるには、そこまで子育てネットワークに接近して

いる人ではない人をどうつかまえるかというので、駅のポスターなんて考えちゃうんです

けれども。 

【宇都宮委員】  逆に、このイベントに来る人は、そういう駅のポスターのような地域

に根づいたところで情報を得ると思うんですけれども、全くこういうものに興味のない人

ってインターネットに行っちゃっていると思うんです。 

【加藤（春）委員】  インターネットでキーワードを入れます？ 

【宇都宮委員】  キーワードを入れずに、多分そのサイトは、私はお父さんです、ここ

に住んでいますという情報をやると、向こうからメールを送ってくれるんです。今週こう

いうイベントがありますとか、来週こういうイベントがありますとか。そのイベントを送

る中にこのイベントを入れるという仕掛けをしたかったんです。 

 そのときに、当然そのイベント詳細みたいなリンクをホームページにつけなければいけ

ないんです。 

【佐藤会長】  こがねいパレットを開催しますという公式ホームページにあるリンクを

つなげることはできないんですか。 

【宇都宮委員】  あれは市役所側がお持ちになっているページですね。なので、たてつ

けとして微妙になっちゃうんです。載っているのはみんな専用のページを持っているレベ

ルで、そのレベルのページを持っていないと大きなサイトへリンクを掲載するのは難しい

というのが現状だと思います。 

【加藤（春）委員】  パレットの委員会を立ち上げるたびにそういうのをつくれば、す

ごく生き生きしたページができる……。 

【宇都宮委員】  ですね。僕自身は、ツイッターでまこうと思ったんですけれども、市

役所のページのリンクは携帯から見るのが結構難しかったりするので携帯で見られるサイ

トがもっとあればツイッターを有効活用できたと思います。ただ、チラシの文面を書いて
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つぶやいただけでもフォローしてくれたお父さんや小金井市の方がいたことがわかった。

しかもそれは書いてから３０分ぐらいで起こったことです。 

【佐藤会長】  私のブログにも一応載せました。 

【宇都宮委員】  そういうインターネットでの反応ってすごくいいですし、話を聞いて、

自分の感想を言っちゃいますけれども、実際おもしろかったです。おもしろかったので、

５８人はもったいないなと。１５０人ぐらい来てびっくりした会もあったと小崎さんもお

っしゃっていたけれども、２００人いても全然耐えられるぐらいの内容で、私たちの世代

ってそんなに理想論を追い求めていなくて、現実的な対策を知りたいみたいな要求やニー

ズがあって、わりとそういう答えというかヒントをいっぱいいただけたと。 

 僕も早速活用させてもらったりとかしていますし、実際その感想を自分なりに情報拡散

して、会社にいろいろなお父さんの知り合いがいますので、要点だけ書いて送ったら、

「そうなんだけどね」みたいなことはいろいろ感想をもらったりもして、それなりに浸透

していくという一連の流れがあるんです。 

 ただ、全部ネット上でしか出ない。そういうところの活用は難しい。委員の方々の総括

すれば、インターネットってそんなに重要じゃないし面倒くさいしわからないというとこ

ろはあるかもしれないですけれども、今回のこのテーマに関してねらっている層の代表か

ら言わせてもらえれば、もうちょっとインターネットを活用してほしかったのはあります

し、よくお呼びできたとは思いますけれども、この講師が来るんだったらもうちょっと人

を呼びたかったというのがあるぐらい、すごく興味深い話を聞かせていただきました。 

 僕がしゃべったのは、聞かれたから反応していたぐらいのところだったと思いますけれ

ども、委員の方々、ちょっとぎこちない感じのお２人の司会の方も随分、先輩の方々だと

いうのもよくわかりましたし、先ほど言われていた実行委員の方々の認識が、というとこ

ろと同じですが、現場で聞いているだけで「あまり興味ないな」というのを感じました。

誰かもっと若い人を司会にと思ったんですけれども、実行委員の構成を聞いちゃうとなか

なか難しいという……。 

【森田委員】  宇都宮さんがおっしゃるインターネットもやろうと思ったんですけれど

も、私はその辺はわかるのですが、仕事と委員会の両立で正直言ってできなくて……。 

【宇都宮委員】  僕も最初お誘いいただいて、ただ、日程を見ると、この回数で全部こ

なすのは無理だとなっちゃって。 

【加藤（春）委員】  その世代というのも、公民館のほうからの類推ですけれども、小
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金井は大変なんです。いいことだけれども、集まること自体に力点をおきすぎないように

して、たとえ普段はインターネットで連絡をとっていても、特別委員に入っていただくと

かしてページを立ち上げていただくとか、そういうふうな臨機応変なことができるといい。 

【宇都宮委員】  そういうのがあれば。 

【加藤（春）委員】  そんなに毎回出られるような人というと……。 

【森田委員】  限られてしまう。 

【加藤（春）委員】  私のような定年退職者でさえ音を上げるというくらいのハイペー

スになります。 

【宇都宮委員】  ですから、そんな凝ったページも要らないので、それこそお願いして

も数万円とかでできるような感じなんです。それぐらいかければちゃんと……。 

【佐藤会長】  すみませんが、細かい話はパレット実行委員のほうで……。 

【宇都宮委員】  はい。ここでいろいろ出ましたけれども対象の世代として僕は今回の

こがねいパレットはすごくよかったと思いました。 

【佐藤会長】  伊藤さんも一応参加されたということで、聞いたほうがよろしいでしょ

うか。 

【伊藤委員】  内容に関してですけれども、小崎さんが、父親が子育てにかかわると子

供の非行とかさまざまな問題の発生が低くなるということを、アメリカの大学でデータが

あるということを講演の中でおっしゃっていたんです。父親が子育てにかかわらないとど

ういうことになるかというのは非常に不可視的というかわかりにく問題なので、可視的に

表面に出すということはとても大事なことなのではないか、子育ての問題の数字やデータ

を通して、当事者だけじゃなくて社会全体に対して可視的に表現するということは、この

講座に関しては重要なことなんじゃないかなということを、お話を聞いて思いました。 

 以上です。 

【佐藤会長】  今までのこがねいパレットって、パレットの実行委員と審議会委員がこ

んなに結びついていることはほんとうになかったと思うんです。審議会の委員の人がパレ

ットにどれだけ出たかと言ったら、今回は７人、ほとんど出たというのはすごく画期的な

ことだと思うし、参加者自体も、今まで男女共同参画啓発イベントと言っても、参加者っ

てほとんど女性です。実行委員もほとんど女性です。ここ数年、３年ぐらい前からぽちぽ

ち……。男性って弱いから、１人で行って見ようとするんだけれども、女性ばかりのとこ

ろに１人入るのはすごく勇気が要ると思うんです。 
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 そういう意味では、確かに問題点はすごくあって、市民実行委員の参加がいろいろ問題

はあるとは思うけれども、それでも、実行委員会自体が啓発事業だと私は思っていて、イ

ベント自体が啓発事業ではなくて、実行委員会でいろいろ違いを議論するとかいうところ

で高めていくところで市民力も育つと思うし、違う人がいたからどうのこうのというので

はなくて、その中でともに育っていってほしいと私個人としては思っているんです。 

 そういう意味では、確かに前、女性たちが運動してきて、そういう人たちがぎゅっと固

まりあったときのイベントのつくり方とは違う時代の流れになっているけれども、若い世

代につなぐというのはすごい困難があると思います。実際、そういうふうに参加できない

ですしね。 

 例えば、初めて実行委員になってみると、それを両立させるのがどれだけ大変かという

のもわかるし、それができる層しか実行委員に集まれないということも事実だし、もしそ

うじゃない形にするのだったら、もうちょっと知恵を出して、自分たちで知恵を出して市

民化の形を変えていかなくてはいけないと思うんです。 

 でも、今回このテーマで、保問協の方とか保育問題協議会、それから学保連、学童保育

の方に声をかけることができたのも、それも地域の市民だからだと思うです。地域の市民

が実行委員会に入っていなければ、そういうところに連絡をとるというパイプがないです

ので、それができたというのが私はとてもいいなと思って、参加者の方も、保問協とかが

展示参加なんかしたので、講演にも参加したという系列もあると思うので、展示参加とイ

ベントの内容というのは、確かにほんとうに専門家の方からすると物足りない気も重々わ

かった上でも、私は評価すべきところはある形になりつつあるのではないかとは思うんで

す。 

 だから、男女共同参画室自体が持っている事業のこがねいパレット、「かたらい」と、

審議会と、ふだんとっているようなつながりが強くなっていくのは大切だと……。 

【加藤（春）委員】  「専門家の方からすると」とだれか言ったのかしら。 

 私が言っているのはそういうことではなくて、ここは男女平等推進審議会ですね。それ

を男女共同参画と国が言いかえたので両方、ダブルネームで使っているわけで、男女共同

参画なら平等は忘れてもいいでしょうという人が入ってこられる形になっているでしょう。

けれども、小金井市としては、国もそうですけれども、そもそも男女平等のために男女共

同参画を推進しているわけで、そのためには、女性が働くということは好き勝手に働くと

いう意味じゃなくて、女性が差別されてきたというのは経済力がなかったからです。はっ
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きり言ってそうです。それを変えていくことは非常に重要なことなんだと。 

 そこのために、一方、男性は稼ぎ手として位置づけられちゃったから、子育てからは外

されていた。けれども、女性が働ける社会をつくるために、そして、男性が子供とも会え

る社会をつくるためには、パパの子育てということは今大事なんだと。講師のそのメーン

ラインがはっきりしないんです。 

 そのことが問題なのであって、それはそんなに専門家から言ってどうこうという問題で

はなくて、イロハのイなんです。イロハのイをはっきりさせた上でやらなくちゃいけない

と。それは、委員会が始まったときに、こちらからおっしゃってすぐにわかるわけじゃな

いでしょうけれども、はっきりと打ち出していただかないと。そして、講師の方にもこう

いうラインでやってほしいということはきちっと言っておかないと。 

 男の子育てというところにわあっと走ると、それはそれで既に今言ったような前提で入

っていらっしゃる、そういう生活に入っていらっしゃる宇都宮さんなんかにはストレート

に、そういう意味ではいいんですけれども、イのところを抜きにしてロハと走っちゃう人

もいる。それは、専門家から言ってどうこうという問題ではなくて、小金井市の男女共同

参画を推進するということの意味づけを、我々が常に柱のところ、背骨に置いておかなけ

ればならないという問題。なので、別に専門家云々の問題ではないと私は思うんです。 

【佐藤会長】  それは、実行委員の中にも背骨がある意味置いておくような形にするか

ということですね。 

【加藤（春）委員】  そこはむしろ、そういったものはこちらの室長が、うるさがられ

ないように、かつかんで含めておっしゃっていただかないといけないことなんじゃないか

と。 

【佐藤会長】  実際、行政の方というのは、実行委員会で言いにくいものなんですか。

男女平等を目指して男女共同参画というものは云々かんぬんという講釈を一番最初に……。

でも、文面上では言っても浸透しないというだけですか。 

【阿部課長補佐】  最初の実行委員会のときに皆さんに説明はしますが、それぞれ皆さ

んが生きてきた歴史があるので、すぐに理解というか、頭では理解してもなかなかすぐに

自分の思いに浸透していかないというところがあると思うんです。一応そういう理念でお

願いしますというようなことは説明はしていますけれども、それぞれの考え方を持ち寄っ

て、話し合いの中で少しずつわかっていくという感じかなと思うんですけれども。 

【宇都宮委員】  さっきいろいろ書いていらっしゃったじゃないですか。これだと参加
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できる人が限られることになるなと考えたことはないですか。僕だって興味があって参加

したんですけれども、１８回とか１９回というものすごい回数の打ち合わせがあって……。

最初は委員でというお話をいただいて……。 

【森田委員】  宇都宮さんも引っ張り込もうと思ったんですけれども、とても無理だな

と……。私も引いちゃいましたもん、最初。 

【宇都宮委員】  スケジュールとか、去年のやつを確認すると、正直これは無理だと。

ましてや僕は働いて、あいている時間で子育てもあってみたいな状態で、これは無理だと

なっちゃうんです。でも、何か協力できるところはある。今回こういう形で協力させてい

ただきましたし、僕もすごく楽しめたのでよかったんですけれども、さっきの仕込みの部

分、準備の部分でもご協力できることもあるのかもしれないが、委員であるかないかでこ

んなに作業負担が違うとなっちゃうと、さっきの特別あれじゃないですけれども、間をと

って一時的な協力とか部分的な協力ができるのがとれると。 

【阿部課長補佐】  難しいですね。基本的には昼間に実行委員会をやっていただきたい

というのがあります。日程調整はしていますが……。 

【加藤（春）委員】  でも、それだったら、若い人は参加できない、女性も含めて参加

できない人が圧倒的に多くなるということです。だから、ウィークデーの昼間に暇のある

人にやってもらうということを役所も推進されちゃ困るわけです。私、公民館の企画実行

委員をやってみて、つくづくそう思いました。ほんとうに高齢化しちゃうんです。企画実

行委員は若くても６０代ばかりです。 

【森田委員】  公民館もそうなんですね。 

【加藤（春）委員】  均等法以前は主婦の方々が沢山地域活動に出られたのですが、今

は定年退職の男性が主力です。若い方々が週日の昼間、地域で活動することは難しくなっ

ています。 

【佐藤会長】  ＰＴＡとか何とかもそうですものね。 

【加藤（春）委員】  だから、昼間委員会をやってそれを十何回やりましょうみたいな

ことをやったら、それはずれるのは当然だと私は思います。 

【加藤（り）委員】  ただ、過去には、いろいろなお仕事をしている方が入っていた場

合もあって、実行委員会はほとんどが夜というときもありました。でも、それをしたら、

今度は小さいお子さんがいらっしゃる方が、夜は子供を連れてなんかいけないから参加で

きないわとか、いろいろありました。今回も夜やったこともありますし、なるべく皆さん
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の時間が合うように、もちろん森田さんはお仕事をやりくりしてやってくださいましたし、

パネリストのおじいちゃんも、お子さんのあれがあるから午後は絶対だめなんですと。子

育てをばっちり引き受けている。送り迎えとか。だから、その集まったメンバーで何とか

やっていくから、全員全回出席はできていないです。そんな人はいないです。時間帯によ

っていろいろ変えるので。 

 そこで、今のやり方でやるのならば、そうやって何とかやりくりしてやらなくてはいけ

ないから、この時間は出られない、だったら実行委員になれないと、最初からそういうふ

うに思わないでいただきたいんです。１４回やっても、そのうちの半分も出ていない人も

います。それでもそれなりに意見を言って、当日のことをやったり、あと記録集、実は、

これから記録集というのは、下手するともっと大変な作業じゃないかというのがあるので、

そちらのほうで家でやる作業をできるということもありますし……。 

【佐藤会長】  募集の段階でそれはわからない。こがねいパレット実行委員募集って市

報に載るじゃない。夜でも昼でも全部出られなくても大丈夫ですと、そういう細かいのを

つけて募集していただけなかったら、こがねいパレットというのを知っていて、それを見

て実行委員になろうという人は、ある程度事情を知らないと手を挙げられないかもしれな

いので、そういう意味では、これを一見さんでも入ってこられるような形にするのは工夫

がいるとは思うんです。じゃあ、どういう工夫がというと、いい知恵がなかなか毎回毎回

……。 

【加藤（春）委員】  委員さんも、何とかテーマにふさわしい新人に入ってきていただ

きたいですね。 

【佐藤会長】  そういうやり方じゃないから。委員さんが集まってテーマを決めるわけ

だから。こういうテーマでやります。だから集まってくださいだと、逆になる。 

【加藤（春）委員】  そうですよね、そうじゃないから大変なのね。 

【佐藤会長】  集まったメンバーでテーマを決めるわけだから。 

【井上委員】  パレットがテーマを決めて実施するというのもいいけれども、せっかく

のパパの子育てでやるならばそれに関心のある人たちをサポーターとして新たに募集して

もいいのでは……。 

【佐藤会長】  ２段階募集するとか。 

【井上委員】  あってもいいと思う。 

【加藤（り）委員】  今年はしませんでしたけれども、それをしたこともあるんです。
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来なかったですね。 

【井上委員】  募集しても来ないかもしれないけれども、１回ずつ、例えば小学校にＰ

ＴＡのおやじの会ってありますね。そこの報告を聞きたいからとか言って実行委員会に来

てもらって話をしてもらうことで、関係者が当日参加してくれるようにするとか、せっか

くこの展示もあるから、ぜひそこに展示してくださいという形でとか。いろいろなところ

にもっと声をかけられたのかもしれないと、お話を伺いながら思いました。 

【加藤（春）委員】  それと特技のある人に、例えば、ホームページをつくってもらい

ましょうみたいな、先ほど言われた宇都宮さんなどが何サポーターというような感じで入

るとか、もう少し柔軟な、それこそ新しい市民活動のやり方を入れていくと……。 

【加藤（春）委員】  どうしたらそれができるのがというところなんです。今のままだ

と難しい、人も集まらない、どんどん減っていく。 

【加藤（春）委員】  今の小金井のやり方というのは、地域に主婦がいっぱいあふれて

いた時代のやり方だと思うんです。 

【伊藤委員】  あと、複数の団体が実際にほかの日も幾つかの団体がイベントをやって

いるわけですね。小金井で既に、男女共同参画ではなくても似たような活動をやっている

団体もあるわけです。それを社会資源としてもうちょっと横のつながりを持って連携する

という方向で実施できればいいと思います。 

【佐藤会長】  いつもぶつかるんです。きらめき環境まつりと一緒だったり、その前の

はらっぱ祭りと農業祭はいつでもぶつかるんです。 

【伊藤委員】  私、はしごしました。 

【阿部課長補佐】  一応市のイベントの日程は調べて、ぶつからないようにはするんで

すけれども、何かしらぶつかってしまいますね。 

【森田委員】  これ以上後ろにずらすと記録集をつくるのが大変だし、いろいろ準備を

考えると１１、１２月になって、そうするとどこかと必ず連チャンになったりとか、１週

間違いのは市民活動まつりとか。 

【加藤（り）委員】  そういうことに関しては先生の事情もあるし、最大限の努力は、

これ以上できないというぐらいの努力はしていて、日にちに関してはそれでこれなんです。 

【森田委員】  そういう緩いつながりというのはいい案ですよね。テーマが決まったら、

パパの集いとするなら、宇都宮さんは直接の会合には入らないけれども、情報部門で宣伝

してもらおうとか、ちょっと分類をして得意そうな人とかその分野に直接関係ありそうな
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人に投げるだけのやり方を、実行委員と対面でやるのはできないけれども、家でネットで

宣伝しまっせみたいなのはおもしろい発想です。 

【宇都宮委員】  そうですね。ホームページだとちょっと厳しかったりするんですけれ

どもブログであれば……。どうしたって独自のページをつくると、短期契約でも何千円か

は必要になっちゃうんです。つくるところは自前でやっても、そこはかかっちゃうと思い

ます。そこぐらい持ち出してという気持ちもありますけれども。 

【加藤（春）委員】  それはやり方を考えて。 

【宇都宮委員】  時間かかっちゃいますよ。 

【加藤（春）委員】  スキル提供に対して謝礼を出すというやり方もできないですか。 

【阿部課長補佐】  予算的にはちょっと難しいです、すみません。 

【宇都宮委員】  その辺が惜しい。結局僕も自分の保育園に張ってもらったぐらいだっ

たんで……。 

【佐藤会長】  宣伝対象に……。 

【関口委員】  そうですね。さっきおっしゃられたみたいに、得意分野、いろいろな業

者がいるので、得意分野の人にお願いをする。例えば、看板とか横断幕つくるときには、

大きなプリンタを持っている会社の人がいるのだったら、お金はもちろん払いますけれど

も、そういうのをつくってもらうとか、図面をつくるのには測量の人たちを頼もうとか、

そういう形でやってもらったり、飲食関係の人もいるのでどうしても時間は合わないから、

この人たちには実働こういうところを担当してもらおうというような分業はとっています。 

 どうしても私たちも職種がさまざまで、月曜日から金曜日の方もいれば土日がメーンで

忙しいという方もいらっしゃいますし、時間帯も飲食の方であれば夕方から夜中まで。実

は私たち実行委員会というのは、今年は特に朝やっているんです。早朝６時半からやって

います。８時近くから仕事がある人がいるので、８時ぐらいには終わらせましょうという

ことで。 

 今までは夜やっていたんです。夜やると、時間がまだあるだろうといってエンドレスに

続いていったり、懇親会に入りましょうということで飲みながら話す形でどうしても遅く

なってしまうんです。そうすると、おしりを決めないと話が決まらないということで、去

年ぐらいからうちの委員会もそうだったんですけれども、朝７時半とか６時半に集まって

やっていますので、遠い方はあきる野から来ている方もいるんですけれども、そういう方

は始発に乗って来てやっています。 
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 朝というと、その時間に仕事が入っている人はあまりいないんです。我慢をすれば来ら

れる時間じゃないかということで、みんな我慢してやろうよということで、早朝でやって

います。 

 あと、どうしてもできる、できないというのが出てきちゃうので、先ほどおっしゃった

みたいに分業というか得意、不得意があるので、この人は文章をつくるとかが得意だから

これを任しておこう、アイデアマンにはアイデアを出してください。あとカバーできない

ことはメーリングリストで議事録的なものを流して、こういうことをきょう話し合いまし

たので、次回からは宿題で意見をどんどん出してくださいみたいな形で私たちはやってい

ます。 

【佐藤会長】  広報も大切なんだけれども、これは教育委員会か何かで、学保連の子供

たちとかのところに配っていただけたんですか。 

【阿部課長補佐】  学童のほうには全員配りました。保育園も幼稚園も配りましたし、

ほとんど手を尽くしたという感じ。ただ、インターネットは……。 

【宇都宮委員】  これ、保育園に配ったんですか？ 

【阿部課長補佐】  ええ、配りました。全員にわたるように、園児の数を調べて配付し

ました。 

【宇都宮委員】  もらわなかった。ポスターも張っていなかったです。もう一個別の１

１月ぐらいにやられた父親に向けた子育てか何かのイベントはチラシが張ってあったです。

入口にチラシが束で置いてあってご自由におとりくださいと。これは張ってもいないし、

ご自由におとりくださいというところにいろいろなチラシが入っているんですけれども、

そこにもなかったです。 

【森田委員】  多かったから捨てられちゃったんですかね。 

【宇都宮委員】  そういう話をたしか前回かお伺いしていたので、待っていたんですけ

れども、一向に始まらないんで、ちょっとチラシを多目に送っていただいて、自分で置い

たり、掲載許可をもらって張ったりしたんです。 

【森田委員】  私もおかしいな、張っていないのかなと思ったんですけれども、おくれ

ているだけなのかなと思ったら、掲示してなかったんですね。 

【宇都宮委員】  むしろ逆に許可をいただくぐらいの感じだったんで、これは市役所に、

私たちも存じ上げているので、大丈夫です、張ってくださいと言われたぐらいなので、と

ても受け取っている人の発言には思えなかったです。一応そういう現状をお伝えしたいと
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思います。 

【佐藤会長】  すみません、パレットのことで長くなりました。 

 前回、配偶者暴力対策基本計画が出たので、そのことに対して議論をして、その後です

が、第３次行動計画の「個性が輝く小金井男女平等プラン」の推進状況調査報告書につい

ては全然議論できなかったというのがあるのと、私たちの審議会も、きょうを除くとあと

３回ぐらいしかないんですね。きょうが５回目ですから３回しかないので、その中で市に

対しての提言なり、諮問はないので、どういう形で閉じるかということもそろそろ視野に

入れなきゃいけない状況になってきてしまいましたので、今後の議題をどういうふうにす

るかというあたりを、最初のときからどういう議題でいくかということで話していながら、

そこがいつも、ふらふらで出た話題で、審議じゃなくて懇談のようになってしまっている

んですが、いかがしましょうか。 

 推進状況調査報告書も、今期の場合じゃなくて、いつも、幾つやったよ、どうのこうの

やったよという報告だけは出るんだけれども、それをどう評価していいかもわからないし、

こういう評価の仕方でもいいのかどうかもわからないしというところで詰まっている感じ

もあるんですが、いかがしましょうか。うちの審議会としてどういう方向に向けて議論を

まとめていくか、プランはちょうど２４年で終了なので、１つは、プランをつくる実行委

員会なりが、策定委員会が近々、来年度あたりには招集されるのではないかということも

視野に入れて、そちらに向けての提言にするのか、それともまた違った形で、今までやっ

てきた審議会で議論されたことをまとめる形で報告書みたいな形で上げていくのかという

こともあるとは思うのですが、いかがでしょうか。 

 ざっと今までの経過をあれすると、前期からの重点６項目云々かんぬんの提言を読んで、

それをどう料理していくかということと、長計審の話があったので、そこに対するパブリ

ックコメントとか何とかを審議して、あと、子育て向けの、今、井上委員からも出た、若

い世代に向けてのというものの議論をして、ＤＶ基本計画を議論してというふうに散漫に

議論してきたのですが、どういうふうにまとめていくか、ご意見等ありましたら出してい

ただいて、きょうあたりで議論を集約する方向に行かないと、散漫するばかりで、あとど

うやってまとめをしていくのか。どうですかね。 

 報告書に対するざっくばらんな意見も、まだ全然出していないので、この前、今話題に

なったこがねいパレットが何カ所にも出てきて、切り口が違うから何カ所にも出てくると

か、やっぱり切り口が違うといってもこんなにたくさんあってもとかいう意見もあったり
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もしたのですが、いかがでしょうか。 

 プランのほうの議題に持ってきてよろしいですか。その前に何か議論したいというもの

があればお伺いしましょうか。 

 審議会の目的としては、一応プランの進捗状況に関して審議して、それを提言なりする

ということが、当審議会の目的ですね。 

 いかがでしょうかね、これをつくった目的で。 

【関口委員】  意見みたいなものですけれども、私がこれを読んでみて、こういう配布

物をつくりましたとか、こういうところに設置しましたとかがたくさん書いてあるのです

が、先ほどのお話でもたくさん出てきたと思うんですけれども、興味がある方は自分から

情報をとりにいくと。男女平等に関して興味があればそういうふうにいくんですが、それ

を思わない人は全くこういうところに情報をとりに行かないんです。もちろん先ほど言っ

たようなインターネットという手もあると思うんですが、こちらからいろいろ宣伝しても

来ないのであれば、逆に人がいるところに行って何かをすればいいんじゃないかと私は思

ったんです。 

 例えば、市民まつりだとかそういうところにも人は集まりますので、多少ブースを出す

と。ブースだけというのも、結局興味がある人しか来ないんです。悪い言い方をすると、

何かしら特典だとか、変な言い方をするとえさを置いて、私たちもやったんですけれども、

アンケートに答えてくれたら風船を上げますとか、クイズを全部解いてください、解いた

方には風船をプレゼントしますよみたいなことをすると、子供がいる方なんかは特に、風

船を子供にあげたいということで、アンケートに答えたりだとか参加するんです。 

 私たちがやったのは携帯電話とかを使ったクイズ方式で、自分たちの話で申しわけない

んですけれども、小金井市青年会議所ってどういうものですよというクイズを出題するん

です。間違っていますと、また戻れるようになっていて、全員が最後にいくと、全問正解

しましたといって風船をどうぞという形をとりました。そうすることによって、認識して

いない部分――青年会議所はほとんどが知らないと思うんです。商工会でしょとか、商工

会議所とか、市の職員の方ですよねというのはよく言われることです。 

 統計をとってみても、半数以上はそういう誤解をされている方が多いということで、ク

イズに答えたら風船を上げられますよ的なもので、広く一般の方にもうちょっと学習して

いただくような仕組みがないと、どうしてもこういう形でやっていますと言われても、ひ

とりよがりになっているんじゃないかと私はすごく感じています。 
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 これだけやりました、ここの間はこういうことをして、これだけの成果がありました。

来ている方とか情報をとっている方というのは、何回も来ている方であって、一部じゃな

いかなと。広く男女平等だとかそういうものを広めるのであれば、一般的に人が集まって

いるところへ行って、大々的に宣伝しないとこういうものは定着していかないんじゃない

かと思うんです。あとは、学校だとかの教育だと思うんです。 

 私は、前職では、カナダに住んでいましたので、周りの環境というのは、男女平等は当

たり前という感覚だったので、逆にこちらに戻ってきたときに衝撃を覚えたというか、こ

ういうものかと、なじめない部分が出てくるんです。私自身も女性の上司がたくさんいま

したし、女性の方もばりばりやっていましたので、あまり女性であるという意識をしない

で仕事をしていたんです。 

 そういうことを考えると、まず、教育的な部分という、一般で知られている部分は、か

なりまだまだ低いんじゃないかと感じるんです。ですから、一般市民が目を向けるところ

に自分たちから行って、それを広報しないと、現状は変わらないんじゃないかと、私はこ

の本を見て考えました。 

【佐藤会長】  主張としては、男女共同参画室を知ってもらおうということですか、男

女平等推進審議会を知ってもらう、一個一個の事業を知ってもらうとか、何を知ってもら

うかというと……。 

【関口委員】  基本的には、何とか室というものがあること自体、男女共同参画のこと

をあまり理解していないがためにそういうのをつくっているんだなという気はするんです

けれども、最初はそういう何とか室というものも必要かもしれませんけれども、どうにか

広く、そこにあったところで知らない人はそこに行かないわけであって、もうちょっとど

んどん前に出ていってほしいなと、この報告書を見て思いました。受け身過ぎるかなとい

う気がしました。 

【宇都宮委員】  同感です。 

【佐藤会長】  同感……、受け身過ぎる……。 

【加藤（春）委員】  カナダではセンターをつくったことがありますか。 

【関口委員】  おそらくあると思います。ただ、私自身そういうところに行く機会がな

かったので、はっきりとは申し上げにくいです。 

【加藤（春）委員】  男女平等社会に変わっちゃった後でいらっしゃった。 

【関口委員】  そうですね。 
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【加藤（春）委員】  イギリスなんかは自主的に運動団体がつくっていたセンター以外

に、センターはあまりつくらなかったようです。けれども、職場を変えるための相当な話

し合いはあって、男女平等を職場で実現するためにもものすごいストライキを打つとか、

そういうこともあって変わって、男女平等はある程度当たり前になったという形で、行政

推進というのとはちょっと違うんですね。 

 だから、日本の場合、行政推進でやったことのメリット、デメリットはあるけれども、

北区のお話を伺うと、見えるところで活動していらっしゃって、それこそ専門性からいっ

て、ラインをきちっと発信し続けていらっしゃるところがあるということは確かですね。 

 小金井の場合は、「男女共同参画室」というのがあるから、非常にまじめな市民がいた

として、そこへ行ってみようと思うとそういう場所はないのでとまどってしまいます。 

【阿部課長補佐】  体制そのものがほんとうに小規模なので、他の区市と全然違うと思

います。センターがあって、体制がきちっとしているところとは全く比べられないです。 

【加藤（春）委員】  ほんとうに２人だけの、部署が「室」と呼ばれているわけで庁舎

の２階に行くと、広い大部屋の隅っこで２人で仕事をしていらっしゃる。 

【関口委員】  いろいろとルールとかはあると思うんですけれども、それが守られなか

ったりとか機能しないということが多いなと私は感じるんです。特にこの日本の社会の中

では。逆にカナダだと、決まり事は多くはないけれども、決められたことに関しては結構

びしっと守らなくてはいけないだとか、例えば、妊娠されて出産するために育児休暇を１

年とって戻ってきましたと。そういうときには全く同じポジションがなければいけないと

いう法律が決まっていまして、日本でもそういうことを言い出してあっても、結局はそう

はなっていないとか泣き寝入りしちゃってとか、会社のほうで何となしになし崩し的にど

うにかしてしまっているというのがあると思うんです。 

 カナダであったらそれは許されませんよということで、会社を訴えるだとか、そういう

行動にも出ますし、皆さんの意見というか、主張される、マタニティリブじゃなくてパタ

ニティリブ、いわゆる男性の育児休暇というものも、男性も育児をしたいんだからとらせ

てくれという形でとれますし、女性と２人で２６週ずつ、５２週とっても構いませんよと

かいう形になっていますので、そういうことが守らなければ、やはり出るところに出てど

うにか話はしましょうというところがあるんです。 

 日本だと、それがどうしてもなあなあになっていて、なし崩し的になくなってしまって

いる現状があるので、そういう部分で、土壌というか文化が違うのでどうしようもない部
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分もあるのかもしれませんけれども。 

【伊藤委員】  でも、制度として行政のほうでつくってもらうような働きかけを審議会

としてはできるのではないかと。カナダのような制度を日本でも定着するように、具体的

に行政側で義務化するのはいかがでしょうか。 

【佐藤会長】  形的にはある程度できている。 

【宇都宮委員】  同じポジションもありますからね。 

【森田委員】  現職復帰も一応原則なんですよね。 

【宇都宮委員】  正直うちもそうですけれども、３カ月置いて、そこから配置転換にな

っちゃうんです。３カ月は戻すんですけれども。 

【加藤（春）委員】  むしろ働いている女性自身は、大方は結局、結婚のときにはさす

がにやめなくなったけれども、出産のところでいまだにやめるわけでしょう。その人たち

に予めわかりやすく権利行使に向けて情報提供をしておくということは、あまり行われて

いない。行政としてその権利を行使すべき人たちに働きかけていっている部分は非常に少

ないですね。そういう人にはいつどこへ出かけていって伝えたらいいのかというのが、非

常に難しいけれども。とにかく朝の１０時からウィークデーに講座を時々やっていますと

いう話になっているわけです。 

【宇都宮委員】  仕事のところはちょっと難しいですね。逆に、あなた務まりますかと

いうのを最初の３カ月で女性の方にとっちゃうんですね。すると、私はこの状況で４時に

帰らなきゃいけないしとか、これ無理ですとなると、務められるところに移してあげるね

という感じで、女性も逆にありがとうございましたみたいに、流れとしてはなっちゃって

いる。 

【加藤（春）委員】  かなり進んだ会社でもそうなりやすいのですね。 

【宇都宮委員】  今勤めている会社の前は外資の会社だったんですが、そこではナンバ

ー２から４が全部女性だった。僕の上司の部長が女性だったということもありますし、私

と同じ中間管理職には女性もいっぱいいますし、部長、本部長にも女性がいます。進んで

いる会社でも現状を気づかって結局責任の軽い職場へ異動になってしまう、実質現職に戻

れない。 

 ただ、それでもうちなんかまだ頑張っているほうで、いったん課長級から降格になった

女性の子育てが落ちついたら再び同じ立場に戻っていくというのはあります。実際そうい

う事例が最近何例かあります。 
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 僕がいろいろ聞いていると、結構やっているほうなんだろうなというので、現職復帰と

いうのも物理的な障害とかもあったりするわけです。お客さんと会わなきゃいけないとこ

ろとなると、最低でも営業時間中のアポイントは断れないことがあったりとか、いろいろ

制限があるもんですから、そういうときにもう一人サポートとやればいいですけれども、

なかなかそこまで企業はできないので。 

 ただ、もともとそういうところに、何かこういう概念がちゃんと、考えとして、例えば

もう一人つけば、４時から６時担当でもいいですけれども、そういうのがつけば解決する

問題なので、そういう提案をしたいというのがもともとこの審議会委員に応募したきっか

けですね。 

【佐藤会長】  ４時から６時までやる人の勤務体制はどうするんだと。その人の……。 

【宇都宮委員】  ふだんの仕事に対して４時から６時だけダブルワークになるという意

味です。 

【伊藤委員】  じゃあ、ワークシェアリングと子育て体制の強化というところでしょう

か。 

【宇都宮委員】  ですね。あと、小金井市の議会だよりだったかな、何でこんなに教育

費の割合、この小金井市は少ないんだろうと思いました。土木は常に突き抜けていて、教

育費はどういう視点で切ってもすごく低い。多摩平均の７割とか８割。 

【佐藤会長】  子育て施策が弱いですよね。 

【宇都宮委員】  東京都の都市計画平均の７割、どれで切っても１００％いくことはな

くて、つまり小金井市は相対的に見ても、東京都の中で教育費を削っている自治体なんだ

というがすごくよくわかる。その反動で、どう切っても土木は１００％を超えるわけです。 

 事情はいろいろあると思いますけれども、こういうところを見るとがっかりしちゃうん

です。小金井市に特化して言えば、例えば先ほどの保育の充実というところも、いかに教

育内容の予算が入っていないかというのがわかりますし。 

【佐藤会長】  教育水準は高いと言われても、何をもって高いと言うのかわからない。 

【宇都宮委員】  でもいいんですよ。ほかの市と比べても小金井市の保育は働いている

人に優しい。さくら保育園がそうなのかもしれないけれども、ものすごく融通がきいて、

働いている人の立場を理解していただいている保育の体制になっているというのはすごく

理解しています。ほんとうに入れてよかったなと思います。 

【森田委員】  教育費というのは、保育費は入っていないんですか。 
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【宇都宮委員】  全部入っていると思ってます。 

【森田委員】  教育費というのは小学生以上ですか。 

【宇都宮委員】  なんですかね。そうすると、それは福祉のほうになる。僕、勘定がわ

からないけれども。 

【森田委員】  保育は福祉の分野だと思いますね。 

【宇都宮委員】  当然僕らはここを乗り越えると、保育よりもっと厚い学童の壁とか、

この後いろいろあるわけです。そういうのを考えていくと、共働きで、お互いちょうど理

解のある会社に務めているので、何とか続けていきたいと思っているんです。それですら、

理解のある会社同士ですらこの先が見えないぐらい不安ですけれども。当然もっとつらい

人が山ほどいるだろうと。会社でつらくて、特に自治体からのサポートもなくという。あ

ると思います。 

【加藤（春）委員】  大学までは教育機関の責任だと思って、私なんか頑張って教師と

して女子学生に情報提供をしてきましたけれども、２０代・３０代の女性への情報提供は

どうなっているのでしょう。会社に入社して子供を生んで、そこまでにあまり情報を得る

機会がなくてという人は、地域の責任じゃないでしょうか。その層なんかは全然とらえら

れていないというか、２０代で働いていない人というのは非常に少ないわけだから、まず

はウィークデーの午前中、ウィークデーの昼間なんかは出られない。そういう層に対して

自治体が何をすることができるかということですね。 

 だから、保育所をつくるというのも非常に重要なことだけれども、既に退職していれば

お子さんは保育所には入れないということになっちゃっているから、そうならないように

というあたりの情報提供は非常に弱いような気がする。 

【宇都宮委員】  最低認識できれば現状を変えてほしいんですけれども、今会社で務め

ているまさに２０代で、最近結婚されて子供ができたとか何とかというのがあったんです

けれども、保育園はいつでも入れられるという理解でいましたから。１０月に入れる予定

ですと言って、そこはそこで復職しますという話をしていて、１０月は無理だと思うよ、

少なくとも公のやつは無理ですよと。 

【佐藤会長】  それこそネットで検索しろよと。 

【宇都宮委員】  いや、そうですけれども、すごく考えているんですね。子供にはそれ

だけやってくれるだろうという先入観があります。 

【森田委員】  最初市役所に行って待機児童がいて入れないって、調べるまでわからな
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いです。私もそうだったし。 

【宇都宮委員】  調べるというのは不安があるから調べるんですけれども、不安すらな

いんです。当然公は子供、自分では自立できない子供に対して当然支援はしてくれるもん

だろうという思い込みがある。まさかこんなに、しかも市民から保育園に入るのが大変だ

とかいう話は、会社だとあまり出てこなかったりとか。 

【森田委員】  日経しか読んでいなかったりとか。日経でも今出ていますけれども。待

機児童が多いのも、これだけテレビや朝日の社説までになっているけれども、メディアリ

テラシーってそうじゃないですか。そういう情報をとらなきゃいけないって、気がつかな

い人は読まないから。私たちは気がついているからメリットもあるんですけれども。 

【宇都宮委員】  そうですね。 

【加藤（春）委員】  そうそう、だから、情報が蓄積されているけれども、全くわかっ

ていない人もそれこそいる。 

【宇都宮委員】  わかります。僕も先ほど、パレットのときにも言いましたけれども、

子供が生まれてから子供のことをいっぱい知ろうという気になるんです。ただ、生まれる

前にその辺は何もないです。 

【佐藤会長】  気づかないからです。ベビーカー押している人ってこんなに多いんだと

か。 

【森田委員】  興味がないというところもありますね。 

【宇都宮委員】  興味がないというのもあります。ただ、当然ですけれども、私がしゃ

べっている言葉をインプットすると、途端に興味を持つわけです。えっとなって自分で調

べ始めるわけです。 

【森田委員】  保育園入園であるとか「共働きナビ」というタイトルで、毎年、北区以

外では私、前の勤務先でも講座をやっているんですけれども、「保育園に入るの大変なん

ですよ、もし認可に入れなかったらこういう準備をしておきましょう。保育園は見学しま

しょう」というのもやっているんですけれども、それをやっていることで、行かないとひ

ょっとしてやばいかもと思って来て、大変なんですねというのを知って……。 

【佐藤会長】  進んでいる人は、就職する段階で、それこそワーク・ライフ・バランス

なんだとかになっている会社を選ぶとか、公務員のほうが働きやすいとか、そういう感じ

で就職する段階で選ぶ人も中にはいるでしょう。 

【加藤（春）委員】  それでもなおかつまずい会社に入っちゃって、あーあとなるんだ
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けれども、すごくギャップがあるんじゃないですか。 

【宇都宮委員】  今、若い人って就職は選べないでしょう。選べたのはちょっと前の一、

二年だけです。今は選べないです。 

【佐藤会長】  正職員さえ選べない。 

【宇都宮委員】  そこは、大学の新卒のところでそれなりに本気でやれば、どこでもい

いぐらいの感覚であればあるのかもしれないですけれども、いくら何でも学生にどこでも

いいという選択肢はないかと思う。自分でいろいろ学んできて、積み上げてきたものがあ

るはずで、やりたいことあるはずなので、それで就職できない人はどうしたって出ていま

す。やりたいことをやりたきゃ、逆にやりたいことができるのだったら、正直社員じゃな

くてもいいとかいう人もいます。そうなってくると、いよいよそういう生活設計が立てづ

らくなってくる環境になってくる。 

【加藤（春）委員】  地域としてはとにかく若い人にも、働きかけて発想を変えていく

責任があると思います。 

【宇都宮委員】  一言をできるだけたくさんの人に伝える仕掛けを提案したいです。 

【伊藤委員】  ある自治体では、そういうふうに共働きのお子さんがいる世帯が増える

ことによって税金も潤うということで、まず保育施設から置くという。保育施設というの

か、子育てにやさしいまちづくりをしているという自治体もあるわけですから、その辺の

観点から……。 

【阿部課長補佐】  小金井は保育園は増えています。認証が２つ、認可も１つ増えてい

ます。 

【森田委員】  数を増やしていますよね。それは……。結果的に、見えます。 

【佐藤会長】  そのかわり幼稚園がなくなっちゃっていますね。だから、子育て環境は

悪いというか、逆にいいのか悪いのかという人もいるし、その辺のところはね。 

【井上委員】  さっき伊藤委員が言われた、市民税でもっている市なんだから、税金か

らの控除が少ない共働きやシングルの人たちが市の財政をすごく支えているんだというと

ころから、もっとその人たちにとって住みやすいまちづくりという発想があっても……と

思います。 

【宇都宮委員】  だって、逆に仕事をしなくなったら、今度市が手当を出す。逆に支出

になっちゃうところがあると思うんです。 

【井上委員】  ワーク・ライフ・バランスだと、町の活性化、繁栄につながると打ち出
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してもいいかと思います。 

【加藤（春）委員】  これだけ駅の周辺に、マンションが私が越してきて１０年の間に

ものすごく増えましたよね。だから、一軒一軒のところに、お子さまを生むときはこうこ

うこれだけ気をつけましょうねとビラを入れてあげたいぐらいの感じがするんだけれども、

どういう層が住んでいるんでしょうね。 

【宇都宮委員】  うちの妻からもよく聞きますけれども……。 

【佐藤会長】  意外と優雅な専業主婦みたいな……。 

【加藤（春）委員】  で、優雅な人が税金を控除されてしまう、それはちょっと困っち

ゃうなという。 

【宇都宮委員】  若い人は認識としては甘い人のほうが多いんです。保育園も１個、２

個書いて、落ちてから焦るみたいな、当然何の対策もとっていなくて焦るというのは。そ

ういう危機感をあおるというのは、ほんとう本質的じゃないです。その危機感はないよう

にしてもらわなければいけないので。できることは限られていますけれども、さっき言っ

たように認識を、まず知ってもらうということと、そもそもそれが成り立った上で税収が

上がるということも、よく理解されていないんじゃないかなということもある。 

 男女共同参画することって何がいいのかと理解していない人もいると思いますので、わ

かりやすい例だけでも幾つか、パパが対象だったらパパなりのメリット、女性の方なら女

性の方のメリット、自治体なら自治体のメリットというのを、それぞれの人にわかりやす

く伝えるのは、どうしても全部押さえるのは無理だと思うので、支えやすいところだけで

もいいので、何かメッセージを伝えられる仕掛けというのはあっても。これだけやってい

るのだったら、その一仕掛けぐらいできないんですかと思っちゃう。 

【井上委員】  以前、社会教育で、あすの親のための学級という補助金つきでの講座を

やっていたけれども、要は先ほどの、子供ができるまで関心があまり持てないということ

があるから、とても不人気だったんです。おそらく従来の発想でやれば結局だれも来ない。

そこにもっと工夫が必要だと思います。 

【宇都宮委員】  ただ、最初にも言いましたように、両親学級は大盛況でしたから。そ

ういうところでも、こういう話を出してみるというのも、ここの活動としてはありだと思

う。ただ、もともとある程度認識している人が集まっているので、そういう意味では知ら

ない人にアプローチというよりは、深い人により深くみたいになっちゃうところもあるか

もしれないですけれども、そういう人はもともといろいろなところに興味を持てる人だか
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ら、両親学級にも参加していますから、そういう人たちにこういうメッセージを送ってあ

げてもいいかなと思います。 

【佐藤会長】  両親学級に出ている人がみんな男女平等参画に理解があるかどうかとい

うことは……。 

【宇都宮委員】  ないと思います。もちろん単純にない人もいると思いますけれども、

でも、一緒に育児しようと。女性だけの人はほとんどいなかった。９割以上ペアで。土日

は。平日は多分その逆になっているかもしれないですね。土日はほとんど２人。うちは予

定があって、向こうが結婚式か何かに出なきゃいけなくて、僕だけ行ったというのがあっ

たんです。行ってびっくりしました。こんなに２人で来ている。さすがに僕みたいな人は

いなかったですけれども。真の意味じゃないかもしれないですけれども、でも、若い人の

ほうが男女は一緒だっていうことに理解を示す。 

【加藤（春）委員】  今は２人で子育てしていこうという人たちが動いていらっしゃる

ようなことを、もうちょっと公的支援もあって見えるようにしていく形のほうが、変わり

やすいのかもしれないですね。 

 市民レベルというか個人レベルで動いてネットワークができかかっていることを、すく

いあげて、もうちょっと見える形にする。たまたまお知り合いのいない人にもわかるよう

にするとか。 

【宇都宮委員】  そうですね。たまたま世代が近いところにいて、会社の環境として交

流している人もいるし、この辺で育てている人も、インターネットのいろんなところでコ

ミュニティを作ってるんですけれども、小金井市で育てている子供を持っている女性だけ

が集まるコミュニティみたいなのもあるわけです。ミクシィのサイトの中にあったりする

わけです。そこでいろいろ情報があって、保育園どうだった、それがわあっと展開された

りというのがある。いろいろな情報がすごく身近で、実際会う人もいるわけです。小金井

市で育てているとなると、子供を連れて小金井市歩いている人が実はネットで会っていた

人ということも、実際歩いている方に会ったということもありましたし、子供の写真だけ

あげて、子供を見るとわかるみたいなとか、あったりとかします。水面下ではあるはあり

ます。なので、そういうところをもう少し広げていって、例えばここの行動とそぐわない

ようなことをやっている状況のときに、ちょっと疑問を投げかけるような空気がつくれる

ようになるだけでも全然違うと思う。 

 えっと驚くとか、本人は当たり前だと思っていることでも、周りが驚いてあげることで、
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「おれ、ちょっと普通と違うかも」という認識を持たせる。ＤＶの方もそうかもしれない

し、全くＤＶと思ってやっていない人でも、実はそれがＤＶなんだとわかって、その話を

聞いたときに、「それまずくない？」とか言ってあげるだけで、「あれ、おれ、ちょっと違

うことしているのかな」と。それも１人じゃなくて、２人、３人と自分の周りの人が何人

も言うようだと、「おれ、ちょっと違うかもしれない」となって、改めるということもあ

るわけです。 

【加藤（春）委員】  推進状況調査報告書に、こういうふうにたくさんあちこちでやっ

ていることを集めるというのも、結局中心部分の取り組みを小金井はものすごくスリムな

形でやり続けてきたことのあらわれなんじゃないでしょうか。例えば、北区なんかで報告

書って出ますか。 

【森田委員】  出ますね。 

【加藤（春）委員】  そのときにメーンになるのはセンターでやっていらっしゃること

でしょうか。 

【森田委員】  ただ、ほかの課でやっている事業も評価して載せています。書式がちょ

っと違いますけれども、調査して出しています。 

【加藤（春）委員】  けれども、比重が違うでしょう。 

【森田委員】  そうですね。 

【加藤（春）委員】  小金井はセンター機能を思い切り削ってきたということがあるわ

けですが、もしかしたら今、私たちは少し変わりつつあるのであって、ここは審議会なん

ですけれども、少しワーキンググループ的になってきていますね。実際に今回のパレット

には、質問者も含めて非常にかかわられたわけですから、ここがもう少し、もっと動くと

いうふうに変わると……。 

【佐藤会長】  そういうような審議会ではなくて、もうちょっとアクティブな審議会で

すね。 

【加藤（春）委員】  だって、ほかに、ここ以外に……。 

【阿部課長補佐】  情報発信ですと、「かたらい」という情報誌があるので、それを活

用するという方法もあると思います。今のところテーマを決めて発信しているので、市民

からとっつきにくいという意見もあるんですが、そういうのも活用するということはでき

ると思います。 

【加藤（春）委員】  私たちがここでやるはずだ、ここでやるはずだと振られたところ
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へ行って文句を言っている形というのは、一度やってみたのは悪くないけれども、ちょっ

と何か違うような気がする。センター機能が弱いならば、市民のほうがそれを助けて、セ

ンター機能を活性化していく。この委員会そのものが少し動いて発信していくことも大事。

そうなりつつあるのではないかと思います。 

 たまたまこの間のパレットでは委員がそのように働きかけられて、やってこられている

のではないか、それをそういう変化としてとらえておく必要があるんじゃないでしょうか。

また私たちがどこかへ行って怒ったりなんかしている状態に戻ってしまうのは逆行じゃな

いかなという気がしたので、確認しておきたいです。 

【中澤副会長】  今までの議論を聞いていて、今期３回で伺って、いろいろヒントがあ

るんですけれども、ただ議事録があって終わりではなくて、あと３回でこれをどういった

形でまとめていくかと考えたときに、一応役割としては推進状況について検討してという

ことなんですけれども、それよりは先ほどのお話ありましたように、今の弱いところとか、

プランで１０年近く前に計画したものなので、新しい課題とか情勢が変わってきていて、

まだ２年あるといってもあっという間です。 

 なので、いつぐらいに次期の計画を立てる別の会ができるかどうかわからないですけれ

ども、来年の夏ぐらいまでありますね。ちょうど、私たちが次にこういうことを大事にし

ていっていただきたいとか、今のプランと今の推進事業で足りないとか、既に出たような

案を少し整理して、具体的なものも提案事例案１みたいなものでも入れて、こういうのを

ぜひ参考にしていただけないかというものをつくると、このメンバーで議論したいろいろ

な具体案が生きる。 

 例えば、センターについても、大事ということで１つつくって、粘り強く可能性を探っ

ていくべきであるとか、パレットのきょうの実行委員会形式についても、すごくいいもの

もあるけれども、一方で課題もあるということで、そのところをまとめるとか。一部の関

心ある人だけになりがちなので、いかに届けていくか。インターネットとか新しい情報手

段、広報の手段をどう活用するかということも、それを使うべきだではなくて、いろいろ

なアイデアが既にありましたので、そういうのも具体例に挙げて、それをやってください

というか一つの例として活用してくださいというアイデア集も含めて提案できると、すご

くこういうぺらっとした提言じゃなくて、おもしろいものになるのかなと今、伺ったんで

すけれども、どうなんでしょうか。 

 前期だと、評価の基準がないから、それをつくろうと言っていたんですけれども、結構
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難しくて、そのかわりにというか、大事だと考えていた子育ての支援と学習の部分でヒア

リングをした課題なりを出して提言したとか、前期なんですけれども、今期は、次の次期

計画、プランを見据えて、情勢がこう変化していったのでこうであってほしいとか、こう

やってほしいという、次を見据えた提案書みたいなものに、あと３回、じっくりいろいろ

な案を出して、それぞれに関心を持つ形で、その後整理するというスパンだと、今、議論

を。 

【佐藤会長】  プランのつくりがきちっとしていないと、評価もできないという形にな

っていますので、それも一つの案ですけれども、どうでしょうか。 

 そうすると、もっと漠然とこうだといいねとか、そのシステムはどうのこうのというの

ではなくて、もうちょっとローカルに見据えて、今、中澤委員が言われたように、具体的

な提言集的なものに、どこまで行けるかわかりませんけれども、アイデア集みたいな形の

ものをまとめる方向性で、次回、次々回と検討する。 

【中澤副会長】  アイデア集はその一部という感じですけれども。 

【佐藤会長】  プラン作成のほうに審議内容を、対象を切りますか。 

【中澤副会長】  といっても現状を見ていくことには変わりない。 

【加藤（春）委員】  この２２年度版というのをつくる必要はあるんですか。 

【阿部課長補佐】  これは、男女平等基本条例で規定されているので、毎年作成する必

要はあります。 

【加藤（春）委員】  それはここの委員会の仕事ではないの？ 

【佐藤会長】  だけど、各課に５月に投げて、まとめて９月に出るわけですから。 

【加藤（春）委員】  それは私たち委員に……。 

【佐藤会長】  調査をかけるのは男女共同参画室でして、これと同じ２２年度版が来年

９月にできるということですね。私たちの任期が１０月までですから。 

【加藤（春）委員】  これについてまた議論するのは次の委員でしょう。 

【佐藤会長】  そうですね。２２年度の分はね。 

【加藤（春）委員】  私たちは、今おっしゃったような、全然違うことで、つまり、こ

の前の委員会でかなりバタバタとまとめましたでしょう。だけど、今言ったように、これ

の次を頭に置きながら、提言的な方向で考えていくというのだったらば、時間かけられる

じゃないですか。ただ、いろいろ下書きを書く人がいるとか、この時間だけでできる仕事

ではもちろんないです。 
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【佐藤会長】  議題として散漫になってしまう形もあると思うので、例えば次の課題に

向けて議論するということであれば、次回の審議会の前にある程度自分はというものを、

宿題じゃないですけれども、ある程度文書でまとめるなり何なりのものを持ってきて審議

に入らないと、いつでも感想言い合い会みたいな形になっちゃう。 

【加藤（春）委員】  だから、ある程度、項目を立てて３行ぐらい書いてくるとか、何

かフォームを決めておいて……。 

【佐藤会長】  少なくとも、項目だけは書いてくるのを宿題にしますか。例えば、子育

て施策との関係のことを書くよとか、ＤＶ相談系のこと、相談系のことを書くとか、女性

センター系のことについてとか、書くだけでも。それから、教育の分野等のあれも。例え

ば子宮頚がんワクチンと性教育とか、若年層に関することとか。入れたいものはいろいろ

あると思うんです。 

【加藤（春）委員】  とりあえず項目はみんな列挙してきて……。 

【佐藤会長】  人数分コピーしてもってくるの。それとも、事前に回しますか。 

【宇都宮委員】  送ったらご用意していただけますね。事前にメールなり書面を送った

ら。 

【古谷主任】  電子データで送っていただければ、ご用意することはできます。 

【中澤副会長】  この推進状況の今の事業は、これを見れば何をされているかはわかる。

これを踏まえて書いてもらえますね。 

【伊藤委員】  例えば次回はここの目次のところの１、２、３番のところで、次は４、

５、６という形で、目次のテーマを利用して議題を絞っていくというのは。 

【中澤副会長】  さっきの話は、こういうふうにはまとまらない感じがします。 

【佐藤会長】  この枠にこだわって、それの改正版だったら、私は全然だめだと思うん

です。要するに、このつくりが問題だから……。人それぞれでもあるかもしれないので、

私としては、この枠組みの上に乗っかる形じゃないプランのつくり方をしたらどうかとい

う提言をするということを持ってきたいなと思う面もあると思いますが、また別の委員か

らすれば、このプランの流れの中で修正していこうという方向性もあるかもしれないです

ね。それも別に、今の段階では決めなくてもいいと思うんです。 

【中澤副会長】  ブレーンストーミング的にいろいろ出し合う。 

【佐藤会長】  とりあえず次回は、あまり枠を考えずに、何でもいいからプラン作成に

向けてこんなことはどうかということを、ほんとうに枠にとらわれずに、一回全部出して
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しまって、それから、仕分けするとかＫＪ法でもいいから、分けるような形にして……。

それこそ、あれですかね。こういうふせん持ってきて書きますか。とりあえず、まず。次

回はそれができるぐらいのことをしますか。次回来てからそれを書くのではなくて、もし

書きましょうと言ったら書けるようなものを持ってくる。それか１週間前に送るとかしま

す？ 

 じゃ、決めていいですか。次回の審議会の日程は、多分事務局のほうから出ると思いま

すので、その１週間前までに各個人が自由な形で、メモ書きでもいいし項目でもいいし、

とにかく今言ったことを踏まえて、何らかの資料を参画室に送る。で、ほかの皆さんには

戻さなくていいですかね。当日で構いませんか。それとも、もっと早くしたほうがいい？ 

ほかの委員が目を通せたほうがいいですか。どうでしょう。 

【井上委員】  みんなにも送ってもらえれば、１週間前に……。 

【佐藤会長】  じゃ、同報メールで送るということにします？ 

【宇都宮委員】  そうすると、一担メールを送ってもらって、それに返信する形のほう

が楽だったりするのですが。 

【阿部課長補佐】  吉田先生だけまだメールアドレスをお聞きしてないんですけれども、

個人のメールアドレスってありますか。 

【森田委員】  項目としては、例えば、次のプランで、父親の子育て参画をもっと進め

たいというのでもいいし。小金井ならではのプランを発表するという……。どちらの次元

でもよろしいですよね。きっと、複数のいいような、同じような提言なり要求というか、

出てくるでしょうから、それをまとめて出す審議会の場ということで。問題提起であれば

なおいいし、項目だけでもいいという感じで。 

【佐藤会長】  じゃ、同報メールで送るということでいいですか。参画室あてに送るの

ではなくて、皆さんのアドレスをある程度……。 

【阿部課長補佐】  吉田先生は個人のアドレスがないということなのでＦＡＸか何かで

……。 

【吉田委員】  学校のならメールアドレスがあります。 

【阿部課長補佐】  そちらでよろしいですか。 

【中澤副会長】  まとめて。 

【宇都宮委員】  ただ、お送りはしますよね。皆さんも見れますし、企画のところにも。 

【阿部課長補佐】  皆さんに送ると同時に参画室にも送っていただいて、そこから……。 
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【宇都宮委員】  当日は配付資料になってくると。 

【吉田委員】  送ったら送ったと言っていただけますか。 

【佐藤会長】  そういうことでよろしいでしょうか。 

【井上委員】  すみません。推進状況調査報告書を見ていて気がついたんですけれども、

データの性別が一つも入っていないんです。例えば両親学級は要は参加した人が何人と出

ていても、お父さん何人お母さん何人がないから、例えば古い発想だとみんなお母さんだ

ろうと見ていたりすることとかあり得る。人数のところ、性別でというのはぜひ要求した

い。 

【宇都宮委員】  せめてそういうイベント関係のことは。 

【森田委員】  パレット実行委員会のときには性別の数をカウントしてって言ったんで

すけれども、あまり内訳を出していらっしゃらなかったので、パレットのときは数えても

らったんです。こういうイベントではそれは必ずやったほうがいいと思うので……。 

【宇都宮委員】  一律５２０人と書いてあって、延べじゃなくて、２日コースだから２

６０人で、これは１３０組かもしれませんし、わからないですよね。 

【井上委員】  男女別になっていれば、女性はそれなりに来てくれているけれども、男

性が少ないんだねという話もできるし。 

【森田委員】  対策とか今後どういうふうにしていくかとか。 

【井上委員】  とりあえず、きょうはこのままの書式で、次回もされるかもしれないの

で。 

【宇都宮委員】  それは、一言言えばできるところは対応できる。 

【加藤（春）委員】  今までお話ししたのは次のプラン、第４次プランに向けて、今の

ようなことも伝わるように、気がついたことを書くということですね。 

【佐藤会長】  例えば、具体的なプランだけではなくて、全分野の中に書くわけじゃな

いですか。その文章の中に、必ずプランの主な事業も、報告の場合に、男女の性別、人数

を書くような形式が望ましいとかいう。 

【阿部課長補佐】  事業によっては数えられないものがあると思いますので、わかった

場合はということですね。 

【宇都宮委員】  今みたいな中心になるぐらいのところはカウントしてほしいところか

らも要請したいですね。１歳６カ月健診に男女比を聞いてもあれなので、でも、両親学級

ってまさに男女比がものすごく気になる。そういう意味では欲しいです。とってなければ



 -39- 

とってください。そうじゃないものも多分ここの中にいっぱいあったので。就職支援のや

つとか、でもこれも気になるわけです。ほとんど男性の方が来ていたら、女性の社会進出

のためには全然役に立っていないわけですから、確かにそうです。 

【阿部課長補佐】  男女共同参画室でやっている就職支援は女性のための就職支援です。 

【加藤（春）委員】  次回までにというのを確認してみますか。次回の１週間前までに。 

【佐藤会長】  ということでよろしいでしょうか。じゃ、とりあえず次回の審議会はそ

ういうふうにして、次回の中で、出されたものをどう料理するか、どういうふうにまとめ

ていくかというのをまとめて、次々回につなげていくという形で、最終的には次のプラン

に向けての何らかのものを提案できたらということで進めていきたいと思います。 

【加藤（り）委員】  すみません、公民館から宣伝というかご報告の依頼を受けてきま

した。本館の男女共同参画セミナーが来年２月末から３月にかけて、金曜日全６回ですけ

れども、今回は年金ですとか、デートＤＶとかいったものに取り組みたいんだそうです。 

 男女共同参画セミナーは参加者がなかなか少ないんですけれども、例えば、この間、貫

井南でやったとき、最初申し込みが少なかったんですが、私たちが聞き取りに行きました

でしょう。そうしたら、そこら辺の関係もあったので、電話がかかってきて、来てくれな

いかと。とにかくいろいろな人を呼んでほしいと言われて、みんなで手分けして呼んだら、

最初申し込みが四、五人しかいないところが、３５人ぐらいまで集まって、ほんとうにな

かなかいい講座だったんです。 

 そういうこともありますので、今回の本館の場合も一緒にできたらいいなと思います。

２月末から３月なので若い方に来ていただきたいということで、井上委員や中澤委員の大

学の学生さんのほうにチラシなどができたら声をかけていただけないだろうかと依頼をい

ただいていますので。 

【中澤副会長】  うちも１０日で授業が終わってしまうので、それまでにチラシを。期

限があるので。 

【加藤（り）委員】  大丈夫です。始まるのが２月の半ばなので、チラシは１カ月前に

はおそらくできているので、できたらお届けして。 

【中澤副会長】  見れたらで大丈夫です。こちらで印刷しますから。 

【加藤（り）委員】  添付でいいんですか。印刷していただいて。 

【井上委員】  別の添付でもらうと、またメールで……。 

【加藤（り）委員】  そうですね。わかりました。 
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【森田委員】  テーマは。 

【加藤（り）委員】  まだそこまで決まっていないらしいです。 

【佐藤会長】  準備会はいつでしたっけ。 

【加藤（り）委員】  もう終わって、先生に依頼するところだと言っていました。年金

なんかでも、今年金を受け取っている方というのもあるけれども、若い人に、これからの

生活を考えるという意味で取り上げたようです。年金という言葉を出すのはどうなのとい

う話は出たんですけれども。 

【佐藤会長】  非正規の働き方というのが、女性と仕事の未来館から来ていますよね。 

【加藤（り）委員】  アウェアってあるんですが、デートＤＶ防止プログラム・ファシ

リテーターとか、そこら辺でお呼びしたいというお話でした。またきちっとチラシができ

ましたらお送りしますので、お願いいたします。 

【佐藤会長】  何かほかに連絡しておきたいことは。 

【加藤（春）委員】  本館の準備会はずっとおくれちゃって、１２月２２日。新しく委

員も出られて、頑張ってくださいと。結局何だかみんな寒いときに行われるんですね。 

【佐藤会長】  結局、年度初めからこうやってずるずるずれ込んでいく。 

【加藤（春）委員】  秋はたて込んじゃうからあまりできなくって、春は年度初めだか

らできなくて夏は暑くてできなくてという。 

【佐藤会長】  でも、比較的事業は継続しているから。今ぐらいから来年度の企画をつ

くっておけば、年度初めにできるのに。ちなみに、こがねいパレットのことが「月刊こう

みんかん」に載るなんてめったにないと思うんですが、これはどちらから働きかけたんで

すか。向こうから要請があったんですか。 

【阿部課長補佐】  パレットの実行委員の方が「月刊こうみんかん」の編集委員もなさ

っていまして。情報誌「かたらい」のことも載りました。 

【佐藤会長】  ほかにはよろしいでしょうか。 

 では、本日はどうもお疲れさまでした。 

 

―― 了 ―― 

 


